
経営者向け
コーチング入門

経営者必見！

経営者の悩みや不安を解決する

誰に相談したら
いいかわからない…

選択した方法が
これでいいのか不安…



先行き不透明なこの時代、
経営者は正解が見えない中で、何を選択すべきか、何を目標に進むべきか、
日々悩んでいるのではないでしょうか？また、価値観の異なる世代とのコミ
ュニケーションで悩んでいる声もよく聞きます。

そこで力になってくれるツールの1つが、コーチングです。
アメリカでは経営者の7割以上がコーチをつけていると言われていますが、
残念ながら日本ではまだまだ一般的ではありません。

本書では、「コーチングって何？気になる！」という経営者向けに、経営者
にコーチングが必要な理由、コーチングに関する解説や効果、コーチの選び
方ののポイントなどを分かりやすく説明しています。
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1.コーチングが
　求められる背景
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経営者は考えなければならないことが多岐にわたりますが、以前に比べ、正解がない選択や決
断を迫られることが増えました。
一昔前は良いものを作れば売れたし、高機能が求められることが多かったですが、近年は人々
の価値観も多様化し、「良いもの・良いサービス」というだけでは売れなくなりました。
その中で経営者が思考を整理しベストな選択ができるようサポートするのがコーチングです。

1.コーチングが求められる背景
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1.正解のないものが増えた時代背景

正解のない悩みの例

共感・応援されるビジョンやミション／目標設定／目指す組織像／あるべき経営者としての姿
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1.コーチングが求められる背景
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2.アメリカでは7割以上の経営者がコーチをつけている

コーチ有

コーチ無

コーチ無

コーチ有

日本の経営者アメリカの経営者

アメリカでは大企業の７割以上の経営者にコーチが付いていると言われています。伝説の名経
営者GEのジャック・ウエルチは28歳の女性のコーチを付けていたのも有名な話です。
それに対し、コーチを付けている日本の経営者は1〜2割と言われています。

日本企業がグルーバル社会で
勝てないのは
「コーチを付けていないからだ」
という意見もあるほどです。



1.コーチングが求められる背景
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日々忙しい中で、経営者はの頭の中には様々な課題やアイデアが渦巻いています。慌ただしい日々を過ごす中で、自
分が本当は「どうしたいのか」と、立ち止まって振り返る機会や時間をとれないのが現実です。それをコーチをつけ
て、わざわざ「立ち止まり考える時間」を持つことで、内省し考える機会となります。

3.アメリカの経営者がコーチを付ける理由

主に3つの理由があります。

止まって観る機会を得る

多様な視点を持つ

納得感を高める

コーチングでは質問やフィードバックによって、自らの考えに対する新しい視点や気づきを獲得することができます。
ずっと同じ悩みで時間を無駄にすることなく、現状でのベストな選択を最短で行い、行動に移すことが可能です。

ほかの誰でもない経営者自身が考え決断していくため、「人にやらされた、指示された」感はなく、納得度が高い状態
で前に進むことができます。自分の言葉に責任を持つ経営者ほど、必要な行動量が増すのがコーチングです。
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2.経営者向けコーチングとは？
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コーチングの使用場面

スポーツ：コーチと選手
ビジネス：コーチと経営者、上司と部下
教育：先生と生徒、大学や試験の受験対策の講師と生徒
子育て：親と子供

1.コーチングとは

そもそもコーチングとはコーチがクライアントとの対話を通じて、クライアントの能力や可能
性を最大限に引き出し、目標達成やパフォーマンスの向上を促す人材育成の手法です。
例えば以下のような場面で使われています。



2.経営者向けコーチングとは？
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2.コーチングが効果を発揮するとき

正解がない答えを探すとき
中長期的なことを考えるとき
決断に迷いがあるとき
ずっと同じ悩みから抜け出せないとき

コーチングセッションでは、様々な視点から考え、置かれた状況から納得度が高くベストな選択肢
を選び出します。
その後は、選んだ選択肢で最高の結果を出すために、行動につながるよう後押しします。
これらのプロセスにより結果的により早く、より高い目標達成が可能になります。



コーチング コンサルティング ティーチング カウンセリング

2.経営者向けコーチングとは？
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適した状況

簡単に表すと

正解がない
迷いがある

引き出す

クライアント

専門的なアドバ
イスがほしい

提案する

コンサルタント

知識やノウハ
ウを得たい

教える

講師

元気がない
毎日辛い

癒やす

カウンセラー

中長期的なことを
考えるときに

短期的な解決が
必要なときに

短期・中期で
必要な知識を得るために

心の健康を
維持するために

主体となる人

3.ビジネスでの類似サービスとの違い

一般的に混合されがちなのが、コンサルティングやティーチング、カウンセリングです。
この3つはサービスを提供する側が主体となるのに対し、コーチングはクライアントが主体となっ
て考え言語化し、決断を促すアプローチです。



2.経営者向けコーチングとは？
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4.経営者コーチングとは

経営者コーチングは、経営者向けに実施されるコーチングのことです。
管理職やマネジメント層向けのコーチングも含めて「エグゼクティブ・コーチング」と呼ばれる
こともあります。経営者自身がコーチングを体験し学ぶことでマネジメント力も向上します。

よく取り扱うテーマ

会社のビジョン設定
組織作りについて
リーダーシップの向上、意思決定の質の向上
経営者自身のキャリア設定や目標設定



3.コーチングの効果
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良好な人間関係の形成仕事の効率化

3.コーチングの効果

1.コーチングの効果

自己の成長
自分自身を立ち止まって振り返り、客
観的に観ることで、自分自身を育てる
ことができます。

目指すべき所や、やるべきアクション
が明確になることで、集中力、モチベ
ーションの向上につながります。

コーチングを通して、自分自身が成長
することで、コミュニケーション力が
上がり、社会的つながりを向上させる
ことができます。

コーチングを継続することで様々な変化が現れますが、大きく分けると以下の3つで効果を発揮します。
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3.コーチングの効果
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2.具体的な変化

コーチングを継続することで、以下のような様々な変化が訪れます。

コミュニケーション力が高まる

思考が整理される レジリエンス力が向上する

目標が明確になる メンタルヘルスが向上する

多様な視点が身につく マネジメント力が向上する

自己認識力が高まる



3.コーチングの効果
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3.研究でも効果は実証済
オンラインでのコーチングについて研究された
論文をご紹介します。

出典：Jeannotte, Hutchinson, & Kellerman, 2021)

将来展望（予測と計画）力の向上
自己認識の向上
自己効力感の向上
社会的つながりの向上
ストレスの軽減

上記の指標では、初期の急速な改善が見られました。

生活満足度
レジリエンスの向上

上記は指標は持続的であり、コーチングの全期間を
通じて成長が確認されました。

https://consensus.app/papers/time-change-mental-health-wellbeing-virtual-professional-jeannotte/9b244ac565595f3390ddce2726e24fc2/?utm_source=chatgpt
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1.コーチングが効果を発揮する理由

コーチングが効果を発揮するのは、コーチングで使われる「質問」に特徴があります。
日常的な会話や質問は、質問者が「自分のための質問」をします。
コーチングで使われる質問は、「相手のための質問」をします。
その結果、ただの対話が価値のある対話に変わります。

日常的な質問 コーチングの質問
自分が聞きたい「自分のための」質問 相手がスッキリする「相手のための」質問

質問者 回答者 質問者 回答者



3.コーチングが効果を発揮する理由
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2.行動を後押しするコーチとの約束

コーチは、常にクライアントの100%味方であり、絶対的な応援者です。
クライアントが成長し、目標に近づくことを誰よりも応援しています。
セッションでは最後に、具体的な行動目標を決めて約束をします。
「自分のことを誰よりも応援してくれている人の気持ちに応えたい」との想いは、約束した行
動を実行にうつすことを後押ししてくれます。

どんな時でも、コーチはクライアントの絶対的な味方

コーチ クライアント



5.コーチの選び方
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4.コーチの選び方
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1.コーチの違い

コーチングには様々な種類があり、人によって得意分野が異なります。
スポーツ、ビジネス、子育てなど必要な場面に応じて、コーチを選ぶ必要があります。
ビジネス界でも、様々なタイプのコーチがいます。

コーチとしての
プロフェッショナル

コンサルタントが
コーチングを学び提供

メリット：コーチとしては一流
デメリット：ビジネスに関する知識は少ないことも

メリット：ビジネスの相談は可能（主体はサービス提供側）
デメリット：コーチとしてのレベルは様々

ビジネス界のコーチングの実情



4.コーチの選び方
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2.コーチとしてのレベルの測り方

コーチングは民間資格が多いため、簡単に資格を取得しサービスを提供することができます。
コーチとしてのレベルを測るための方法は3つあります。

国際資格 提供時間 体験
米国にある国際コーチング連
盟が認定している資格です。
提供時間やデモテープでの審
査、知識テストにより合否が
決まります。ACC、PCC、
MCCの3つのレベルがありま
す。

何事も質×量が大事であるよ
うに、コーチのレベルも提供
した人数や時間数といった経
験値によって変わるため、目
安の1つなります。

コーチングは人と人の関わり
なので、いくら資格があって
提供時間が十分な方でも相性
が合わないこともあります。
気になるコーチとは体験して
みることをオススメします。



6.NUDGE consultingの
   コーチング
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5.経営者向けコーチング
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1.私たちのコーチング

NUDGE consultingでは、ビジネス、特に経営者向けのコーチングを提供しています。
先ほどご紹介した「コーチとしてのプロ」と「コンサルタント」の2つをかけ合わせ、必要に応じて
コーチングとコンサルティングを使い分ける形で、ビジネスに特化したコーチングを行っています。

プロのコーチ×コンサルと言える理由

国際コーチング連盟からの認定
日本で唯一の経営コンサルタントの国家資格である「中小企業診断士」を保有提供実績
は中小企業の経営者を中心に500人以上



5.経営者向けコーチング
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2.こんな悩みを解決します

大きな目標を達成し、次の目標が決まらない
経営者自身のモチベーションが下がっている
組織化の必要性を感じている
部下のモチベーションが低いのでマネジメント
力を上げたい

私たちのもとには、ビジネスに関する様々な悩みが届きます。特に、組織の未来や人間関係、目標設
定やマネジメントに関するものが多いです。「誰に相談したらいいかわからなくて、数ヶ月間、一人
で悩んできた」と言われることが多いです。

早めにご相談いただくことで、時間を無駄にせずに行動にうつしてもらうことができます。

具体的で、実現したいと思える目標設定ができる
目標達成のために行動したくてたまらなくなる
社内のコミュニケーションが円滑になる
ビジネスの専門家にいつでも相談できる安心感が得られる

悩み コーチングを受けると…



5.経営者向けコーチング
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3.思考をPDFにまとめてお渡し

NUDGE consultingでは、コーチングセッションの際
に、思考の流れやクライアントからの大事な発言はすべ
てテキストや図にまとめて、セッション後にお送りして
います。

図解にするメリット

メモをとる必要がないため、考えることに集中できる

何を話したかを忘れないため、セッションで迷子にならない

思考の整理をしやすい

毎回の記録を残せるため成長を振り返られる



5.経営者向けコーチング
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4.サービスの特徴

NUDGE consultingの経営者向けコーチングでは、先ほ
どご紹介した「コンサルタント」と「コーチとしてのプ
ロ」の2つをかけ合わせ、「マネジメント力」をさらに
磨いていただける設計にしています。

コーチングで
成長する

マネジメントを
身につける

コンサルティングで
考える

サービス内容

コーチング：定期的セッションで振り返りや内省を促す
コンサルティング：必要に応じて知識やノウハウを提供
マネジメント：コーチングを中心に各種研修を用意



5.経営者向けコーチング

27※プランによって異なります

4.サービスの流れ

丁寧な現状分析と目標設定を行った後は、PDCAを回していきます。
コーチングを受けることが目的とならないよう、効果をビジネスの成果で測っていきます。

ヒアリング
現状分析

目標設定
（中長期）

行動 振り返り目標設定（短期）

四半期or半期ごとの見直し 隔週でのセッション

マネジメントに関する
動画の閲覧や研修実施

お好きなタイミングで



webサイトを見る

無料で相談

経営者コーチングなら
NUDGE consulting

https://nudge-consulting.com/
https://nudge-consulting.com/contact/

